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2026 年 7 月 27 日 

各 位 

会 社 名： ポラリス・ホールディングス株式会社 

代 表 者 名： 代表取締役社長 田口 洋平 

証 券 コ ー ド： 3010（東証スタンダード市場） 

問 合 せ 先： 取締役 兼 最高財務責任者 細野 敏 

TEL： 03-5822-3010 

 

『月次経営レポート』公表に関するお知らせ（2026 年 6 月度） 

2026 年 6 月度における新規出店の進捗状況、並びに当社グループが運営する国内ホテルのホテ

ル運営状況をお知らせいたします。詳細につきましては別添資料をご参照ください。 

 

 

➢ 過去の運営実績については、当社ホームページ/IR 情報をご参照ください。 

    URL：https://www.polaris-holdings.com/ir_performance/ 

 

  

➢ 参考 

スポンサーであるスターアジアグループに属するスターアジア不動産投資法人が保有し、

当社グループが運営するホテルについては、スターアジア不動産投資法人のホームページに

おいて、当該ホテルの月次の運営状況が掲載されておりますのでご参照ください。 

スターアジア不動産投資法人 

URL：https://starasia-reit.com/ja/ir/index.html 

 

以上 

https://www.polaris-holdings.com/ir_performance/
https://starasia-reit.com/ja/ir/index.html
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新規出店の進捗状況（2026年6月30日現在）

中計2030
目標値合計

海外国内

運営中運営予定 ※運営中

150124152980ホテル数

20,00017,4762,5282,81712,131客室数
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※契約締結済みで詳細未開示のホテルを含みます

累計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月2027年3月
期

8422ホテル数

917397416104客室数

2026年6月度 新規出店契約ホテル

KOKO HOTEL Residence 広島銀山町（仮称）:既存棟 2027年4月、新棟 2027年10月開業予定

• 上記以外のホテル３件について、出店に関する契約締結は済んでおりますが、契約の相手先から開示の承諾
が得られていないため、詳細は非開示となっております

月次契約獲得状況

運営プラットフォームの状況



運営ホテル数・客室数の推移（2026年6月30日現在）

3
※FY2027/3以降の見込み数値は、契約締結済みで詳細未開示のホテルを含む



国内比較対象ホテルのＫＰＩ
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増減率増減数前期累計当期累計増減率増減数前年同月当月
全68ホテル

2025/4-62026/4-62025/62026/6

▲0.7%89.3%88.7%▲1.6%88.4%86.8%客室稼働率

▲1.3%▲ 16413,06012,896▲3.0%▲ 34711,42511,078ADR（円）

▲2.0%▲ 23111,66511,434▲4.8%▲ 48510,1009,615RevPAR（円）

▲3.0%53.6%50.6%▲1.8%51.1%49.3%インバウンド比率
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国内比較対象ホテル ／国籍別延販売客室数構成比

%

25/04 25/05 25/06 25/07 25/08 25/09 25/10 25/11 25/12 26/01 26/02 26/03 26/04 26/05 26/06

中国

中東

欧州

その他外国

日本

26/0626/0526/0426/0326/0226/0125/1225/1125/1025/0925/0825/07

7.4%5.2%4.7%4.3%6.6%6.1%5.5%6.9%9.1%8.9%14.5%14.1%中国

0.8%1.4%0.8%0.7%0.4%0.5%0.7%1.1%1.2%0.9%0.6%0.6%中東

4.7%7.5%7.5%6.4%3.4%3.1%4.1%7.5%8.2%6.6%5.5%4.7%欧州（ロシア除く）

28.6%28.8%31.5%30.1%32.0%35.8%33.4%29.1%28.2%22.5%20.1%22.3%その他外国

58.5%57.1%55.5%58.5%57.6%54.5%56.3%55.4%53.3%61.1%59.3%58.3%日本



エリア別ＫＰＩ（１）
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増減率増減数前期累計当期累計増減率増減数前年同月当月

2025/4-62026/4-62025/62026/6

北海道:７ホテル

+2.1%88.0%90.1%+0.2%93.4%93.6%客室稼働率

▲0.9%▲ 919,6639,572▲2.8%▲ 33411,98311,649ADR（円）

+1.4%1218,5038,625▲2.6%▲ 29311,19010,898RevPAR（円）

▲5.2%27.0%21.8%▲3.2%28.3%25.1%インバウンド比率

関東:18 ホテル

+1.1%95.4%96.5%+0.9%94.1%94.9%客室稼働率

▲0.9%▲ 17519,40219,227▲1.8%▲ 27615,23614,961ADR（円）

+0.2%4018,50618,546▲0.9%▲ 13114,33214,201RevPAR（円）

▲1.8%75.0%73.2%▲1.2%72.8%71.6%インバウンド比率

東北・北陸・信越:6 ホテル

▲0.4%88.5%88.1%▲1.2%85.7%84.5%客室稼働率

+4.9%4469,0339,479+1.3%1027,9398,041ADR（円）

+4.5%3607,9958,354▲0.2%▲ 126,8036,791RevPAR（円）

▲0.9%30.7%29.8%▲1.6%24.1%22.5%インバウンド比率



エリア別ＫＰＩ（２）
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増減率増減数前期累計当期累計増減率増減数前年同月当月

2025/4-62026/4-62025/62026/6

中部:８ホテル

+2.1%84.3%86.4%+2.0%82.0%83.9%客室稼働率

+2.9%2679,3309,596+3.9%3007,6497,949ADR（円）

+5.5%4297,8638,291+6.4%4016,2726,673RevPAR（円）

▲4.7%47.6%42.9%+0.0%42.1%42.1%インバウンド比率

中国・四国・九州:14 ホテル

▲2.2%86.0%83.8%▲3.2%84.5%81.3%客室稼働率

+10.6%1,15610,93312,089+9.1%91010,02510,935ADR（円）

+7.8%7329,40110,133+5.0%4228,4678,889RevPAR（円）

▲0.2%43.9%43.8%+1.6%41.7%43.3%インバウンド比率

近畿:15 ホテル

▲5.2%90.8%85.7%▲6.9%88.7%81.8%客室稼働率

▲18.2%▲ 2,57714,13911,562▲24.5%▲ 2,91411,9068,992ADR（円）

▲22.9%▲ 2,93712,8429,905▲30.3%▲ 3,20310,5577,353RevPAR（円）

▲6.1%63.7%57.6%▲6.1%61.8%55.6%インバウンド比率



国内運営ホテルの概況
日本政府観光局（JNTO）の公表によると、2026年6月の訪日外客数は前年同月比 6.8％減の 314.8万人とな

りました。中国からの訪日外客数が前年同月比 57.3％減と大幅に減少した影響により、訪日外客数全体では前
年同月を下回ったものの、韓国、台湾、米国、インド等、15の市場では６月として過去最高を記録しました。
また、上半期（1月～6月）の累計訪日外客数は前年同期比 2.0%減の2,108万人となっています。

このような環境のもと、訪日需要が落ち着く時期にあたり、当社グループの国内比較対象ホテル68ホテルに
おける2026年6月度のRevPARは、前年同月を下回る結果となりました。
地域別に見ると、中部及び中国・四国・九州エリアにおいてRevPARが前年同月を上回り好調を維持しています。
一方、近畿エリアは引き続き、前年の大阪・関西万博開催に伴う需要の反動に加え、中国からの宿泊需要の減少
が継続している影響を受け、RevPARは前年同月を下回りました。

なお、中国からの訪日需要、並びに中東情勢の影響については引き続き注視が必要な状況にあるものの、中国
以外の国・地域からの訪日需要は総じて堅調に推移し、需要の多様化が進んでおります。当社グループにおいて
は運営ホテルのポートフォリオの地域分散が進展していることから、収益基盤の安定性は維持されているものと
認識しております。
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関連サイト: JNTO 訪日外客数（2026年６月推計値）



注記
前期期初時点において運営を開始しており、かつ対象期間末日時点で運営を継続しているホテルを集計対象と
しています。前年度の各数値は、2025年3月期より連結対象となった株式会社ミナシアが運営していたホテル
の数値を含みます。また、東日本大震災からの復興支援を目的とした社会貢献ホテルの「バリュー・ザ・ホテ
ル」ブランドの３ホテルは集計対象外としております。

〔注1〕

客室稼働率:対象期間の延販売客室数を同期間の延販売可能客室数で除した数値をいいます。〔注2〕

ADR:平均客室販売単価（Average Daily Rate）をいい、対象期間の宿泊部門売上高合計（サービス料を含み
ます。）を同期間の延販売客室数で除した値をいいます。

〔注3〕

RevPAR:販売可能客室当たり宿泊部門売上（Revenue Per Available Room）をいい、対象期間の宿泊部門売
上高合計を同期間の延販売可能客室数で除した値をいいます。

〔注4〕

インバウンド比率:対象期間の延宿泊者数に占める延外国人宿泊者数の比率をいいます。〔注5〕

客室稼働率、ADR、RevPAR及びインバウンド比率については集計対象ホテルの加重平均値です。〔注6〕

客室稼働率およびインバウンド比率については小数点以下第二位を、ADR及びRevPARについては小数点以下第
一位を四捨五入して記載しています。

〔注7〕

各エリア名の括弧内に当該エリアに含まれる集計対象ホテル数を記載しています。〔注8〕

上記の数値あるいは情報は監査等の手続きを経ていないため、個々の数値あるいは情報の内容の正確性・完全
性について保証できるものではなく、今後修正される可能性がありますのでご留意ください。

〔注9〕

9


	Polaris_Monthly_Report_June_2026_260727_JP.pdf
	Polaris_Hotel_Performance_June_2026_Cover_JP

	月次KPI_June2026_v4

